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得 456 万円 2)、農業経営関与者一人当たり農業所
得 196 万円 2)、販売農家の農業就業人口（自営農
業に主として従事した者）は 209 万 7 千人で 5 年
前に比べて 50 万 9 千人（19.5％）減少 3)、農業経




ルギーに関しても、2014 年の自給率は 6％ 4)しか
なく、化石燃料の価格および電気料金の高騰など、
農業のみならず多くの産業で課題となっている。
さらに、様々な分野において国際化が進み、環境
に配慮した持続可能性だけではなく、グローバル
経済の中でのエネルギーの安全保障や経済的にも
持続可能な農業システムの構築が求められている。 
 1980 年代に「3K」職種という言葉が流行った。
これは、就職先として避けられた「きつい、汚い、
危険」なイメージを持たれる職種のことである 5) 
6)。実は、農業に対するイメージはさらに K が多
く、「きつい、汚い、格好悪い、臭い、稼げない、
結婚できない」ともいわれていた 7)。しかし、農
業は人の生活に欠かせない食料を生産・供給する
といった重要な役割がある。また、古代文明が栄
